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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 287 ha

目標
大目標：川を玄関とした地域資源の活用を勧めながら、地域住民に愛着と誇りの持てるまちづくりを推進する。
目標①

目標②

目標③

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

回遊性の創出：川音を聞きながら、史跡や文化財などの残る町並みなどの景観を楽みながら、近隣の人々と触れ合うことのできる散歩道を整備し、街全体の回遊性を高める。

にぎわい性・魅力性の創出：町並み景観づくり、親しまれる商店街づくり、花いっぱいのまちづくりなど、多彩な住民活動を主体とした中心市街地・商店街の活性化を推進しながら、まちの魅力を高め観光交流人口の増大を図る。

平成 16 年度　～20

　黒羽地区は、栃木県北東部に位置し、江戸時代には那珂川の船運により栄え、俳聖松尾芭蕉が「奥の細道」の旅で最も長く逗留した地として知られている。また、水と緑が豊富で、奥行きの深い歴史と
文化が今なお人々の暮らしに息づいている地区である。しかし、ライフスタイルの急速な変化に伴う消費者ニーズへの対応の遅れなどから、この地区の商店街の活力が停滞しており、地域の活性化策が
急務となっています。
　旧黒羽町が平成12年度に策定した「黒羽町振興計画後期基本計画」（13年度～17年度）では、まちづくりの課題の一つとして「黒羽アイデンティティ（らしさ、存在感）の創造」が述べられ、黒羽地区固
有の残された田園や里山の自然、由緒ある神社仏閣や城下町としての歴史を活かしながら、黒羽地区の顔である川（那珂川）を玄関にしたまちづくりを推進する方向性が示されています。
　旧黒羽町は平成13年度に、住民参加によって策定された「那珂川河畔シンボルゾーン整備構想」を基に、平成14年度に「那珂川河畔シンボルゾーン整備計画」を策定し、地区内の豊富な地域資源を
活かし、地域の活性化を推進するため、地域住民と共に総合的なまちづくりを行ってきました。
　平成15年度には「まちづくり総合支援事業」制度を活用しながら、整備計画に則り「町並み景観づくり委員会」､「花いっぱいのまちづくり委員会」､「親しまれる商店街づくり委員会」を設置し､各委員会の
運動方針や活動 アル等を作成しました また住民参加によるボランテ アを中心として「那珂川をきれいにする会 が発足し 那珂川の清掃活動等を実施し 今後も継続して活動を進めてゆく予定

界隈性の創出：城下町としての歴史的風土、芭蕉の里としての文化的風土、豊かな自然の自然的風土を大切にしながら、残る資源を今に活かすことのできるよう手を加えながら、界隈性のある黒羽らしいアイデンティティの確立を目指す。

年度 平成計画期間 20平成 年度交付期間平成 16

都道府県名 栃木県 大田原
 おお た  わら　し

市 那珂川
 な　か　がわ  か　はん

河畔

年度　～

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 H15 H20

人/年 H10～H14 H20

人/年 H14～H15 H2060,000 78,000歩行者交通量の増加 「那珂川歩道橋」通行人数による 地域への愛着、観光交流人口の増加による地域の活性化

470,834 494,500

従前値 目標値

ボランティア参加者数の増加 地域ボランティア（那珂川清掃）の参加人数による 地域への愛着や誇りの持てる魅力あるまちづくり 250

運動方針や活動マニュアル等を作成しました。また住民参加によるボランティアを中心として「那珂川をきれいにする会」が発足し、那珂川の清掃活動等を実施し、今後も継続して活動を進めてゆく予定
です。

　本地区内の自然･史跡･文化施設等の連携が不十分（休憩スポット、周遊道路等の不足）なことから、これらの地域資源を活かしきられておらず、地域の活力や賑わい、更には地域産業である観光・商
業等も低迷している状況にある。
  ・官民一体となって、地域資源を活用しながら、新たな観光スポットの発掘に取り組む必要がある。
　・黒羽地区中心を貫流する清流「那珂川」の自然と、「芭蕉の里」としての歴史的、文化的な町並みを楽しむことのできる散策道等の回遊性が欠如しており、その整備が求められる。
　・那珂川を挟み立地している商店街は、商域圏の変化、地域の高齢化や店舗の閉鎖等により活力が低下し、中心市街地の商業が低迷している状況にあり、商店街としての新しい魅力の創造が必要で
    ある。

　平成１６年度から平成１７年度の振興計画において生活環境の整備として位置づけてあるまちづくりについて整備を進める。
　街角スポット、公園、散策・回遊ルート形成により、町の豊富な水・緑・歴史文化の地域資源を改めて磨き上げ、再生・ネットワーク化を行い戦略的に情報発信することにより、観光交流人口が拡大し商
店街が活性化される。
　更には、住民が地域に対する誇りと愛着を持ち、自らの多彩な活動を主体にした総合的なまちづくりを推進することにより、地域の活性化が一層図られ、黒羽地区の商業・観光、文化・歴史の中心地域
を形成する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

325

観光客入込数の増加 黒羽地区主要観光施設利用者数による 観光交流人口の増加による地域の活性化



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針 方針に合致する主要な事業

その他
今後、必要に応じて事業エリアの見直しや事業規模のの拡充について引き続き検討をしてゆく。
事業計画期間終了後については、事業期間を通じた活動の中で発生してくる住民を中心としたまちづくり組織、ボランティア組織等の意向を踏まえつつ、連携を図りながら那珂川河畔地区の活性化活
動支援の継続を予定している

整備方針①　界隈性の創出　－黒羽らしさの演出－
　地区内の自然・歴史･文化施設を基盤にそれらをに活用し、整備する一方、特有の情緒雰囲気をもつ街角の修景を行い、古いものと新しいも
のを融合させ、地域性や郷土性とが連動した黒羽らしいアイデンティティを確立する。

・街角文化拠点整備事業
　芭蕉公園　旧浄法寺邸整備事業
　西崖下水辺の森公園整備、桜馬場公園整備
・街角修景整備事業
　大宿街道の修景、田町交差点

整備方針②　回遊性の創出　－散策道・緑道のネットワークづくり－
　「川音を聞きながらまち並みの風景を楽しむ道」「近隣の人々と挨拶を交わしながらウォーキングを楽しむまち」「史跡・文化財・芭蕉の足跡を
訪ねる歴史や文化にふれるまち」などを整備・ネットワーク化し周遊客が安心して楽しく散策できるようにし、また地域住民が、この地域で暮ら
す喜びを実感できる付加価値を生み出すようにする。

・プロムナード整備事業
　芭蕉プロムナード、堂川プロムナード等
・散策道案内標識整備事業
・散策道休憩所整備事業
・市道西崖線整備事業

整備方針③　にぎわい性・魅力性の創出　－観光交流人口の拡大と商店街の活性化－
　観光交流人口の拡大が地域活性化の大きなカギである。人を誘い込める各種街角スポットの整備と供に、商店街情報・観光情報・イベント情
報をいかに戦略的に発信するかを調査・研究する。
　また、住民が主体となり、地場の産品を活かした魅力ある商品の開発・研究活動を推進する。

・商店街活力アップ事業
　戦略的な観光情報の発信、物産品、魅力ある商品の研究・開発
・黒羽観光交流センター整備事業

動支援の継続を予定している。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

〃 大田原市 直 L=310m H16 H16 H16 H16 17 17 17 17
〃 大田原市 直 L=670m H16 H19 H16 H19 50 50 50 50
公園 大田原市 直 A=13,000㎡ H16 H20 H16 H20 34 34 34 34

大田原市 直 A=2,500㎡ H16 H17 H16 H17 40 40 40 40
河川

下水道

駐車場有効利用システム

高質空間形成施設 大田原市 直 － H16 H19 H16 H20 74 74 74 74
高次都市施設 大田原市 直 A=1,125㎡ H18 H20 H18 H20 278 278 278 278
既存建造物活用事業

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

1,577 1,577 1,577 1,577 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

大田原市 直 － H19 H20 H19 H20 42 42 42 42
－

大田原市 直 － H16 H17 H16 H17 2 2 2 2

44 44 44 44 …B

1,621
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

特定環境保全公共下水道事業 黒羽田町　外 大田原市 国土交通省 40ha ○ H13 H19 2,229

新地域経済基盤強化対策事業 黒羽田町　外
那珂川沿川地域活性化

推進協議会 総　 務　 省 ○ H14 H16 104

大田原市 国土交通省 L=320m ○ H14 H17 225
大田原市 A=30㎡ ○ H16 H17 0
大田原市 A=491㎡ ○ H18 H20 146

大田原市 L=930m ○ H17 H17 0

合計 2,704

うち民負担分

市道風呂ノ下線

大田原市 H20H16

大田原市

黒羽田町、黒羽向町　外

H20

直市道西崖線 H20

黒羽田町

地域生活基盤施設

事業活用調査

道路

西崖下水辺の森公園

市道旭町堂川線、裏道線、栄町線

交付対象事業費 1,621

直／間
（参考）事業期間

規模事業主体事業
細項目

事業箇所名

合計

0

事業主体 直／間
交付期間内事業期間

規模
（参考）事業期間

合計(A+B)

－

商店街活力アップ事業

－

－

所管省庁名事業箇所名

黒羽田町

事業期間

黒羽支所整備事業

事業

高岩公園整備事業

うち民負担分

黒羽向町

地方特定道路整備事業･緊急地方道路整備事業

細項目
地域創造支援事業 芭蕉公園　旧浄法寺邸整備事業

市道金丸線

黒羽田町

まちづくり活動
推進事業

城山崖下プロムナード

0

（いずれかに○）
全体事業費規模事業主体

事業

H16黒羽田町、黒羽向町　外

住宅市街地
総合整備
事業

合計

事業箇所名

648

L=1,336m

交付限度額

桜馬場公園

交付期間内事業期間

国費率

H20

0.4

H16 892H16 892

192 192 192

892 892

192直 －



都市再生整備計画の区域

那珂川河畔地区（栃木県大田原市） 面積 287 ha 区域 黒羽田町地区、黒羽向町地区、前田地区の一部、余瀬地区の一部

那珂川河畔地区（２８７ha）

芭蕉の館

R294

R461

高岩神社

西教寺

那珂川河畔地区（２８７ha）

旧黒羽町役場

芭蕉の館

R294

R294

R461

R461

高岩神社

那珂川歩道橋

那
珂
川

西教寺



那珂川河畔地区（栃木県大田原市）　整備方針概要図

観光客入込数の増加 （人／年） 470,834 （１６年度） → 494500 （２０年度）

歩行者交通量の増加 （人／年） 60,000 （１６年度） → 7800 （２０年度）

ボランティア参加者数の増加 （人／年） 250 （１６年度） → 325 （２０年度）

目標

地域資源を活用して、「界隈性、回遊性、魅力性」をイメージコンセプトに、地域住

民と共に愛着や誇りの持てる魅力あるまちづくりを行うことにより、地域の活性化

を総合的に推進する。

代表的な

指標

■基幹事業 道路

■基幹事業 公園
西崖水辺の森公園

市道西崖線

西教寺
鹿子畑翠桃墓

黒羽体育館

黒羽城址公園
Ｒ２９４

Ｒ４６１

□提案事業 地域創造支援事業

■基幹事業 地域生活基盤施設
芭蕉プロムナード

○関連事業

■基幹事業 高質空間形成施設
お城山プロムナード

光明寺跡

川西小学校

高岩公園

明王寺

芭蕉の広場

大雄寺

高岩神社

芭蕉の館

芭蕉公園

□提案事業 地域創造支援事業
芭蕉公園 旧浄法寺邸整備事業

常念寺

○関連事業
市道金丸線道路整備事業

■基幹事業 地域生活基盤施設
散策道案内標識設置

■基幹事業 道路
大宿街道（市道風呂ノ下線）

○関連事業
黒羽支所整備事業

大雄寺

黒羽支所

黒羽神社
八雲神社

那珂川歩道橋

常念寺
黒羽小学校

■基幹事業 道路
堂川プロムナード（市道旭町堂川線）□提案事業 まちづくり活動推進事業

商店街活力アップ事業

■基幹事業 高次都市施設
黒羽観光交流センター
黒羽・川西コミュニティセンター

■基幹事業 地域生活基盤施設
田町交差点街角スポット

桜づつみの整備

旧黒羽町役場

黒羽・川西地区公民館
那珂橋 Ｒ４６１

那
珂
川

■基幹事業 公園
桜馬場公園

■基幹事業 高質空間形成施設
田町交差点街角スポット

■基幹事業 地域生活基盤施設
○関連事業

Ｒ４６１

Ｒ２９４

基幹事業

凡 例

10002000 400 600 800

■基幹事業 地域生活基盤施設
散策道休憩所

特定環境保全公共下水道事業
新地域経済基盤強化事業
緊急地方道路整備事業

提案事業

関連事業


